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ジェネラル・モーターズ会社の創立者一
ウィリアム• C・デュラント
井上屯一
はじめに
ヘンリー・フォードやウォルター・クライスラーの名前は，それを冠した
大会社が硯存していることもあって，あまりにも有名である。ここに紹介す
るウィリアム・クレーボ・デュラントも「口八丁手八丁のセールスマン」，
「恐いもの知らずの投機家」，「卓越したプロモーター」などといわれたよう
に，自動車専門家の間では一世を風靡した人物，一つの時代のシンボルとし
てよく知られた存在である。したがってある意味では，米自動車工業を研究
するにあたって前二者よりも重要な人物といえるものの，一般には無名に等
しい。だが，彼の創設したジェネラル・モーターズ (GM)を知らぬ者は，
まず皆無に近いであろう。
デュラントは創業的才能を有するプロモーターであっても管理的才能に欠
け，アドミニストレーターとしては失格との烙印を押された。しかし，自動
車工業の将来性を疑問視していたばかりでなく，危険な産業と，ときには敵
視さえした金融業者とつながり，あるいは証券市場の発達を最高度に利用し
て短時日の間に大企業をつくりあげ，産業資本の段階にあった自動車工業を
金融資本の段階にまで引き上げた事実も忘れるわけにはいかない。
私は，その人となりを含めてデュラントの業績を全部的に肯定しているの
でもなければ，全面的に否定するわけでもない。その功罪については別のと
※井上昭一「GMの研究ーアメリカ自動車経営史」ミネルヴァ書房， 1982年。
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ころで触れたので※， ここでは立ち入ってとりあげないが，創造力ないし産
業発起能力を有しながら，管理能力に欠けるという創業期の経営者によくみ
られたタイプであったとだけ述べておこう。
本稿は， ジョン• B・レイ （John B. Rae) が TheFabulous Billy 
Durantと題する論文を BusinessHistory Review, Vol. XXXII, No. 3 
に掲載したものを択訳し，紹介することを目的にしている。レイの評価によ
れば，デュラントびいきが過ぎるようであるが，このような見方もあること
を知ってもらうために紹介するのも，あながち無意味ではなかろう。
I 
デュラントがGMを創立して今年でちょうど50年目である。彼の自動車事
業歴が3回目，すなわち最終的に失敗におわった時からほぼ25年過ぎた。
真のデュラントの姿はヘンリー・フォードの真の姿と同様に，きわめてと
らえ難い。デュラントは「組織することの天才」， 「向こうみずの投資家」，
「自動車の将来性を展望した唯一の男」，「卓越したセールスマン」，「口八丁
手八丁のプロモーター」などといわれるが，これらすべての特徴はある程度
当たっている。
今や世界最大規模の製造企業GMの創設者であるW• C・デュラントは，
1861年12月8日，ボストン市に生まれた。彼の家柄はヤンキーであったが，
育ったのはミシガン州フリントにおいてであった。そこでは母方の祖父ヘン
リー• H・クレーボがニュー・ベドフォードの捕鯨業で稼いだ財産を元手に
材木業を営んでおり， 1864年にはミシガン州知事に当選した。したがってデ
ュラントの祖先には，おそらく彼自身が受け継いだよりも企業家的才能があ
ったといえよう。なぜならば，祖父のクレーボは捕鯨業の黄金時代の過ぎ去
りつつあることをいち早く察知し，事業替えをしたからだ。
家族の父方の経歴についての詳細は不明である。ウィリアム・ C・デュラ
ントについての唯一の伝記一彼の娘マーガリーによる孝行仕事においても著
者はデュラントの母についての描写には大きなスペースを割いているが，彼
ジェネラル・モーターズ会社の創立者ーウィリアム・C・デュラント（井上） （137)57 
の父（祖父）に関しては完全に無視している。
デュラントの父には放浪癖があったようである。株の投機に熱中し，大酒
飲みであり，長年定職をもたなかった。彼は後年，デュラントが禁酒法を強
固に支持した原因になっている。 その他には父親の影響の痕跡はみられな
し‘゜
? ?
デュラントの戦歴は彼が自分の意思で高等学校を中退し， 16歳になったば
かりで祖父の経営する材木会社に就職した時に始まった。のちに彼は薬局の
会計係，不動産業， 自転車商，保険代理業， タバコ会社などを転々とし， 20
歳の時にはフリント水道会社を成功的に管理した。だが，これらは次の飛躍
への単なる準備段階にすぎなかった。デュラントが成人するまでに， フリン
ト市は南ミシガンや北ィンディアナの堅木地帯におけると同様に，馬車やワ
ゴンといった華やかな製造業を発展させてきた。
運命は特許付2輪馬車一この発明者は4輸馬車の乗心地をとり入れること
によって特許を受けたーという形で訪れた。発明者の工場が火事で焼失した
時，デュラントは特許権を50ドルで買い上げた。 1885年に彼は若い金物商J
・ダラス・ドートとパートナーシップを結び， 資本金2,000ドルでフリント
・ロード・カート会社を設立して馬車製造業にのりだした。 1年後にこの会
社はデュラント・ドート馬車製造会社へと社名を変更した。
デュラントもドートも馬車製造技術については何の知識もなかったが，販
売には精通していた。そこで彼らはフリントのある馬車メーカーと 1台8卜會
ルで製造させる契約を結び，それを 1台12.5ドルで販売した。後年自家工場
を持つようになった時，彼らは仕事の内容を馬車の組立てだけに限定した。
車輪，車体，車軸その他の部品はすべて専門メーカーによって製造された。
世紀転換期までにデュラント・ドート社の年間販売台数は 5万台に達し，
デュラント個人もフリント市でもっとも裕福な市民の1人になった。彼はま
だ40歳になったばかりであり，十分に財産を築き上げたと感じて満足するよ
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うなクイプではなかった。他の同業者と同様に，彼は馬車事業への影響を見
守るために自動車の出現を待たなければならなかった。彼の娘によれば，
1902年ごろのデュラントは自動車に対する偏見を持ち，彼女が学友の家の車
（「パナール」）に乗せて貰うことさえ，生命を危険にさらすものだと戒めた
という。
しかし，彼の心は急変した。それから 2年後に自動車会社の社長に就任し
たし，さらにビュイック自動車会社の大株主になったからである。彼はビュ
ィック社の成功に努めた第4番目の投資家であった。第1番目の投資家はデ
ビッド・ダンバー・ビュイック自身であり，彼は1899年に鉛管取付器具製造
業をやめ，ガソリン・エンジンの実験に取り組むようになった。そしてL頭
エンジンのようにシリンダーの下部にバプルがついているエンジンではな
く，シリンダーの頭部にバルプがついているエンジンの開発に努力した。し
かしその時までにピュイックは借財を負っていたし，財務援助を受けなけれ
ばならなかった。彼はデトロイトの板金業者ベンジャミン・ブリスコーの協
力を得ることに成功した。プリスコー兄弟はビュイックの冒険に10万ドルつ
ぎ込んだ。しかし，その結果は非常に期待はずれー1903年には僅か6台が生
産されたにすぎないーであったので，兄弟はビュイックヘの援助をうち切
り，もっと見込みがありそうなJ.D・マックスウェルと協力関係を結ん
だ。
ビュイック社におけるプリスコー兄弟の持株はフリント・ワゴン・ワーク
スの所有者ジェームス• H・ホワイティングが引き受けた。ホワイティング
の希望は自分の馬車工場でビュイック車を製造することにあり，そのために
まず第一に， ビュイック社をデトロイトからフリントに移した。ところが彼
も自動車事業に失望して1904年に，同じ町の同業者ウィリアム． C・デュラ
ントに売却した。
皿
かくてデュラントは自動車事業に進出した。「馬なし馬車」に対して以前
ジェネラル・モーターズ会社の創立者ーウィリアム・ C• デュラント（井上） （139)59 
抱いていたいかなる懸念も今はなかった。それどころかまった＜逆に，恐ら
くフォードを除いて，デュラントほど自動車の将来に無限の信念をもった男
もいなかった。時には，彼が自信に満ちあふれた態度でいることが一つの義
務でもあった。というのは，用心深い金融家たちは， 1908年にたかだか8,500
台の車を米国市場に送り込んだだけで， 「米国では今後1年間に 50万台の自
動車が生産されよう」と途方もない声明を出す男に心を奪われなかったから
である。
幸運であったのか，あるいは判断が優れていたのかはともかくとして，デ
ュラントは彼にとってとくに望ましい状況下に自動車工業に参入した。彼は
技術者ではなかったが，技術者である必要もなかった。ビュイック車の設計
はすぐれていたし， 1906年にビュイック自身が会社を去った後も設計の優秀
さは変らなかった。ビュイック社に必要とされたことは生産と販売を強力に
促進することであったが，デュラントはそれを極めて巧妙にやってのけた。
デュラントは小柄ではあったが， ・仕事をした。衝動にかられた時
には，昼夜を問わず，どのような時間にでも働くことができたし，実際に働
きもした。
ビュイック社の成功はデュラントに企業拡張の必要性を感じさせた。企業
拡張は不可避である，という彼の予測はまった＜正しかった。当時の米国自
動車工業は無数の小親模生産者から構成されており，次から次へと現われて
は消えていった。 2,900以上の自動車メーカーが米国市場に登場したとみら
れている。これらの生産者の大半は硯金不足に苦しみ，部品業者からは信用
で購入し，ディーラーには現金で販売する「手から口ヘ」の苦しい経営状態
にあった。不況の年は，通常，破滅を意味した。
この不安定な状況に対するデュラントの治療法は結合，つまり多種多様な
モデルの自動車や部品工場を傘下にもつ大組織をつくりあげることであっ
た。こうすることによって，自動車に対して急培する需要を滴たすための資
源を確保できるばかりでなく，幾種類かの車を提供することによって大衆の
需要の多様化にも対処しうるのである。
60(140) 第 27 巻第 2 号
デュラントはベンジャミン・ブリスコーと協力して企業結合への道を歩み
始めた。彼がプリスコーをパートナーに選んだのは，ブリスコーとマックス
ウェルの協働が非常に順調であったためであり，さらにブ•リスコーが彼の自
動車の将来に対する熱意にピックリする人物であったからである。
w 
1908年のある時，デュラントとブリスコーは当時のビッグ 4ー ビュイッ
ク，マックスウエル・プリスコー， フォードおよびレオーの合同を試みたが
失敗に終った。なぜならば，ヘンリー・フォードが自分の会社を 300万ドル
で売却することに同意したものの，全額硯金支払いを要求し，さらにR•E
•オールズまでがフォードと同条件を主張したために， デュラントたちは
600万ドルの現金を調達できなかったからである。
デュラントとブリスコーは別々の道をたどるようになった。ブリスコーは
再ぴ合同の機会を待ったが，計画の挫折のために待機したり，あるいは断念
したりするのはデュラントの本意ではなかった。彼はGMカンバニーの設立
に向って前進した。 1908年9月16日，ニュージャージー州がGMの設立許可
証を発行した。当初授権資本金は2,000ドルであったが，デュラントが諸企
業買収のために増資をしたので，間もなく 6,000万ドルになった。次の2年
間にGMは乗用車会社10社， トラック会社2社およぴ各種の部品メーカーの
支配権を獲得した。
一つの例外があったが，これらの企業は最小限の現金で買収された。例え
ばオールズ自動車会社は300万ドルで吸収されたが，そのうち現金はわずか
1万7,.000ドルであった。唯一の例外はキャディラック社であった。同社の
老巧なヘンリー・リーランド社長が440万ドルの硯金払いに固執した。この
額は，フォード社を傘下に入れようと第2回目のチャンスを狙っていたデュ
ラントには高いものであっただろう。
デュラントとフォードとの間に再度，合同交渉がもたれた形跡があった。
この時フォードは800万ドルー依然として現金払いーを主張したと推測され
ジェネラル・モーターズ会社の創立者ーウィリアム・ C・デュラント（井上） （141)61 
ているが，端的にいって，この額はデュラントの調達能力を超えていた。し
かし，この件の詳細に関しては明確に立証されているわけではない。いまや
T型車が市場性を発揮しだしたために，ヘンリー・フォードが自分の会社を
売却することに関心を示すなどということはありそうにない。
その時点までは，デュラントの事業歴は大胆不敵さと優れた判断力との著
しく成功的な結合例であった。しかしGMの操業開始とともに，彼の野心は
とどまるところを知らなくなった。 GMは吸収された諸企業の寄合い世帯で
あった。というのは，それらの企業はGMに一貫した何らかのパターンに適
合したというよりも，むしろ「間に合わせ」であったからである。
利益を計上していたのはビュイックとキャディラックの 2社だけであっ
た。オールズモービルは名声のみで実がともなわず，オークランドはむしろ
これかという企業であった。その他のものは「寄せ集め」であり，そのうち
の幾つかはまった＜デュラント個人の「賭け」であった。余りにも急激な拡
張と不健全な買収とによって， GMは創業後間もなく窮地に陥った。 1910年
には破産の危機に直面した。 GMの支柱ビュィックでさえ 700万ドルの借金
を負った。それというのも，デュラントが企業結合にばかり夢中になって，
ビュイックの借財のことを無視していたからである。この事態がチャールス
・W・ナッシュを自動車工業界にひき入れた。当時ナッシュは，デュラント
・ドート社の最高管理者であり， ビュイック車用の車体製造を主要任務とし
ていた。手元に未払い請求書の束を見つけた時，ナッシュはビュイックの管
理運営を申し入れ，デュラントはこれに同意した。
GMはリー• I:'.ギンソン商会のジェームス・ストロウを首班とする銀行シ
ンジケートの介入によって倒産を免れた。同シンジケートの救済条件は次の，
ように厳しいものであった。ずなわち金利6％で 1,500万ドルを貸付け，そ
れに対して 250万ドルの手数料とボーナスとしてGM株600万ドルを受け取
り，さらに 5年間GMを管理するという内容である。銀行シンジケートは財
務的に混乱状態にあるGMの経営を引き継いだが，シンジケートの財務援助
がGMを崩壊から救うという保証はなかった。
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依然として大株主であり，取締役会の一員として残ったものの，デュラン
トが実際の経営から引退することが不可避的な条件の一つであった。 GMの
社長には一時的にストロウが，続いてデトロイト実業家トーマス・ニール
が，さらに後にはナッシュが就任した。
V 
GMを去って 1年も経ないうちにデュラントは， 2つの新しい自動車会社
を経営した。その1つはフリントのリトル自動車会社である。同社は元ビュ
ィック社の重役であり，デュラントの友人でもであったウィリアム• H・リ
トルの名前に因んで命名された。もう 1つはデトロイトのシポレー自動車会
社であった。同社はビュイックのレーシング・ドライバーであったフランス
系スイス人のルイ・シボレー設計の軽量車を製造するために設立されてい
た。その後デュラントは， リパブリック自動車会社を買収した。同社は当
初，ニューヨーク州タリークウンの元マックスウェル・ブリスコー工場を受
け継いで設立されたものであるが，後にデュラントはこの会社を資本金6,500
万ドルの持株会社に改組した。
1913年にデュラントは， リバブリック社とリトル社を解体し，全製造活動
をシポレーの名称下にフリント市に集中した。タリータウン工場は組立てエ
場としてニューヨークに残されたが，これは主として，同地の金融家たちの
注意を惹きつける目的のためであった。この幾分，突拍手とも思える統合の
背後には2つの動機がかくされている。第1番目の，そしてもっとも直接的
な動機は，シボレーの業績がきわめて順調であったことである。シポレーは
フォードに深刻な打撃を与えるまでにはほど遠かったが，年間販売台数は 1
万5,000万台，純利益は130万ドルにも達していた。他方，「リトル」として知
られている自動車はセールスマンの観点から重大なハンディ・キャップを背
負っていたし，また「リバブリック」なる名称は，すでにトラック・メーカ
ーによって使用されていた。第2目の動機としては，デュラントが「ビッグ
・ゲーム」を意図していたことがあげられる。そのために彼は金融上のテコ
ジェネラル・モーターズ会社の創立者ーウィリアム・ C・デュラント（井上） （143)63 
入れを心要としたし，シボレー・リトルといった無鉄砲な拡張の印象を与え
たくなかったのである。
デュラントの狙いは， GMの支配権を奪還すること以外の何ものでもなか
った。この目的のために，デュラントは密かにGM株を買い集めにかかった
が，この点に関して彼は，はからずも銀行家の支配体制の用心深い方針に助
けられたかっこうであった。
ストロウとナッシュは優秀な管理者であり， GMに秩序と支払能力とを確
立することと， 5年の信託協定期間中に， 1,500万ドルの借入金を返済する
ことに専念した。彼らは見事にこれらのことを成就するが，そのため普通株
にはその間一度も配当を支払っておらず，したがってデュラントは， GMの
株式を喜んで売却する人々を見つけた。しかしたとえそうであっても，その
仕事はデュラント個人の資力の範囲をこえていた。ところが運よく彼は， ビ
エール・ S ・デュボン社の財務部長ジョン• J・ラスコプからの強力な財務
援助を得るのに成功した。
デュラントの活瞳の頂点は， 1915年10月，あらゆるシボレー活動を統括す
る持株会社「シボレー自動車会社」をデラウェア州に組織したことである。
同社の公表された目標によれば「シボレー490」を量産することにあった。
デュラントは， GM株1株とシボレー株5株を交換すべく同社の資本金を
8,000万ドルに増資した。銀行シンジケートの任期が終了し，新しい取締役
が選出された時，銀行側とデュラント側の力は相拮抗しており，会長にp.
S・デュボンが選ばれることは衆目の一致するところであった。翌春， GM
の定例年次総会が開催された時，デュラントは過半数の株式を所有すること
ができ， GMの支配権を獲得した旨公表した。シボレー社が GMを支配す
る，すなわち「尻尾が犬を振りまわす」というまことに珍事が発生したので
ある。
VI 
当然のことながら，デュラントの勝利はGMの構成に変化をもたらした。
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ストロウとナッシュはGMを去り，その後彼らはウィスコンシン州ヶノシャ
ーのT•L ・ジュフリー自動車会社を買収して再組織した。ストロウがGM
に入社さ笠たウォルクー・クライスラーも彼らと行動を共にしようとした。
しかし，デュラントはクライスラーに年俸50万ドルを提示し，ピュイック社
社長としてGMにとどまるよう説得した。 5年後にクライスラーはナッシュ
の元へ去ったが，年俸わずか6,000ドルであった。
その間にもデュラントはユナイテッド・モークーズとして知られる部品メ
ーカーの吸収を画した。この買収はデュラントが認識したよりもはるかに重
要な意味をもっていた。というのは，同社所有の財産を獲得したためである
よりも，財産とともにGMに入社してきた人々のためである。ユナイテッド
・モークーズ社が設立された時の最大の単一の参加社であったハイアット・
ローラー・ペアリング社は，この合同においてユナイテッド社のアルフレッ
ド• P・スローン社長をGMに入社させたし，さらにデイトン技術研究所の
吸収はチャールス •F• ・ケクリングを GMに入社させたのである。両社は正
式には1918年にGMの一員となったのであるが，その時には「シポレーによ
るGMの支配」という奇妙な状態は是正されていた。シポレー社と旧GMの
両社を支配する新GMコーボレーションの設立がデラウェア州において駆可
され，ユナイテッド社も同様に新会社に吸収された。
かくして， GMでのデュラントの第2回目の支配体制が進行していった。
最初の支配の時よりも見通しが明るかった。デュボンの財務援助によってデ
ュラントは，第1回目の失敗の原因であった運転資金の不足に悩むこともな
く，しかも彼は，前任者のシンジケートから彼が彼らに残しておいたより
も，はるかに能率的な組織を受け継いだのである。銀行シンジケートは乗用
車を4車種（ピュイック，キャディラック，オークランド，オールズモービ
ル）一今ではそこヘシポレーが加わるーに限定し， トラック会社を一つに統
合していた。そのうえ，制度的な調査・研究や検査のための基礎も築き上げ
ていた。これらすべては，ストロウやナッシュが正当な評価を受けなかった
偉大な業績である。
ジェネラル・モークーズ会社の創立者ーウィリアム・C デーュラント（井上） （145)65 
GMへの復帰を輝かしいものにするためにデュラントに必要とされたこと
は，ただ彼自身の衝動をコントロールすることであった。だが彼にはできな
かったし，する意思もなかった。第1次大戦への米国の参戦が彼の企業合同
性向を一時的に減退させたが， 1919年の戦後ブームの到来とともに，彼の拡
張に対する情熱が再燃しはじめた。彼の行動には， フィッシャー・ポディ社
の買収やGM販売金融会社 (GMAC)の新設にみられるように計画的なもの
もあったが，またある予感に対しては，衝動的に投資をしたりした。友人た
ちの忠告を無視して，電気冷蔵庫会社を「自動車も冷蔵庫も，基本的にはモ・
ークーを内蔵した箱にすぎない」と10万ドルの私財を投じて吸収した。そし
て同事業の企業的可能性を確隠した後GMに売却した。さらにサムソン・ト
ラククー会社やジャニスヴィル機械製造会社の買収を通じて農機具生産への
野心的な進出も試みた。この行動は，クライスラーの忠告があったにせよ，
フォードがすでにトラククー分野に成功的に参入していたし，他の自動車会
社も同分野への進出を狙っていたのでじゅう分に理解できる。しかし結果的
には， 3,000万ドル以上の大損失を出して撤退を余儀なくされた。
クライスラーの忠告を無視したことも，もう一つのデュラントの大きな欠
点を指摘している。馬車会社やビュイック社での業績記録は，疑いもなく彼
の管理能力の優秀さを示している。つまり，単一企業の問題にだけ注意を向
けた時，彼は優れた管理者であった。しかしながら， GMのような複雑な機
構は， 1人の人間が管理するには余りにも大きすぎることにデュラントは気
がつかなかった。そして彼は，多様な発起計画や株式市場操作に没頭するこ
とによって自分の過失を糊塗したのである。彼は権限を効率的に行使するこ
とも委譲することもできなかった。彼はGMの構成諸企業に対して突発的・
偶発的な調整を試みたにすぎない。しかも彼は部下たちに気まぐれで，思い
もよらないような干渉をした。
たとえ賢明でなかったとはいえ，デュラントがトラクク一部門への進出に
関して，クライスラーの忠告を無視したことは当然である。それが企業の全
般方針にかかわる事柄であったからである。しかし， ビュイック社に関して
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はどうであったか。彼はクライスラー社長に相談することなく，同社の人事
•に介入した。
デュラントとクライスラーとの公然とした衝突ば，クライスラーが出席し
た1919年末のフリント商業会議所での会合に端を発した。デュラントは，
「GMはビュイックの車休製造工場をフリントに建設するために600万ドル
投資する予定である」旨の電報を打った。旧友のJ.D・ドートがそのメッ
セージを読めあげた時，会合に参加していた人々は歓声をあげたが，クライ
スラーだけは例外で，撫然と坐していた。彼は同工場をミルウォーキーに建
設することを主張していたからである。この点に関して，デュラントは基本．
的な問題を解決しないままに放置しておき， クライスラーに譲歩した。しか
しクライスラーは，デュラントの姿勢に耐えられずGMを去った。 A•P·
スローンはデュラントと正面切って衝突したことはなかった。にもかかわら
ず，彼はGMの無秩序な経営に次第に不安をおぽえるようになった。それで
彼は管理の再建計画ーとくに，彼が後年実施に移した組織計画を立案して事
態の収拾に努めた。デュラントはスローン案に同意したものの，自身の問題
に忙殺されtそれ以上のことは何もなしえなかった。
そこへ1920年の恐慌が襲来した。それは短かかったが，鋭く破壊的にやっ
てきた。自動車市場はほとんど一夜に≫して消減し，大半のメーカーは過剰在
庫と金融困難に苦しんだ。しばらくの間，彼らは自動車価格を切り下げずに
この苦境を乗り切ろうと努力したが，フォードが価格引き下げを断行した
時，それに追随せざるをえなかった。ただデュラントだけは値下げを拒否し
た。彼はこの恐慌は短いと確信した（事実，彼の予測は正しかったが，彼を
窮地から救うほどには短くなかった）。 さらにデュラントは， 市場に出回っ
ているGM株の買い支えに狂奔した。彼は価格切下げの影響を恐れた。
不況が深刻化するにつれ，スローンは落胆し，つにい1カ月間の休暇をと
って欧州旅行に出かけた。そして1920年暮に，クライスラーのあとを追って
GMを辞職する決意で帰国した。ところが，その時にはもはやスローンが辞
める必要はなくなった。デュラントが一足先にGMを去ったからである。
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1920年の12月までに絶え間なく下落した市場は，デュラントを破減の淵にま
で連れていった。彼の財政は信じられない位混乱していた。彼は米国中に散
在する70のプローカーから借金をしていたが，どれだけの額を借りているの
か知らなかった。
この時点でデュポンが介入してきた。デュボン・モルガン・シンジケート
は，デュラントの保有するGM株250万株に対して，およそ2,300万ド）レ支払
って彼を救済した。そして交換条件として，デュラントの退陣を要求した。
ここにいたって，デュラントは再度かつ最終的にGMから去った。彼に同情
の余地がある。例えば，彼がもうしばらく GMにふみとどまっていることが
できたならば，事態の好転が彼の財務困難を救っただろう。また， GMの過
度の拡張のいくつかに関しては，他の人々が彼を唆かしたためという証拠も
ある。にもかかわらず， GMの長期的繁栄のためにはデュラントの退陣は不
可避であった。
WI 
何らかの一般的な基準によって，デュラントの経歴には終止符が打たれる
べきであった。デュラントは60歳であったが，通常の基準にあてはまる男で
はなかった。 GMを追放されて数週間内に彼は 67人の友人たちから700万ド
ルを集め，その金でデュラント・モーターズ社を設立した。
デュラント社は， 1920年に恐慌の犠牲となったグッドイヤー・タイヤ・ア
ンド・ラバー会社からロング・アイランド工場を買収して操業を開始した。
この工場は 4気筒車「デュラント・フォー」を生産し， 販売価格は 1,000ド
ル以下の予定であった。続いて， GMがシェリダン車の生産を中止した時，
デュラントはインディアナ州マンシーのシェリダン工場を買いとって「デュ
ラント・シックス」の生産を始めた。彼はフリント， ランシングならびにオ
ークランドで工場を建設したり，買収したりした。そしてコネティカット州
プリッジボートのロコモービル社を吸収することによって，自分の製品系列
に高級車をつけ加えた。
68(148) 第 27巻第 2 号
デュラントは依然として，自動車市場を席揺するという信念を固持してい
た。それゆえにデュラント社を創設して 1年後に，子会社スクー・モークー
ズを組織してフォード社と直接に競争しようと目論んだ。同時に，彼は中価
格車の生産に加えて，ニュージャージー州エリザベス工場の製品にはスチュ
ードベーカーやクライスラーよりも高い価格をつけた。当初同工場は，第1
次大戦中に飛行機エンジン製造工場としてデューセンバーグ・モークーズ社
が建設し，その後ウィリス自動車会社の所有に移っていた。終戦後，そのエ
場は自動車製造用に拡張されたが，生産開始前にウィリス社は1920年恐慌に
よって危機に瀕した。そこヘクライスラーが登場してウィリス社の再建を担
当すると同時に， 3人の優秀な技師を派遣してエリザペス工場での自動車生
産の設計に当たらせた。しかしウィリス社が倒産を免れえなくなった時，ェ
リザベス工場は売却を余儀なくされた。デュラントは525万ドルで同工場を
落札し，「フリント」車を生産した。
デュラントはいくつかの部品メーカーを買収し，さらにデュラント・モー
クーズ販売金融会社を組織した。同社は自動車販売に金融をつけること，な
らぴに春に急増する需要に備えてディーラーが冬の間自動車を在庫しておけ
るよう援助するという 2重の目的を有していた。彼はニューヨークに銀行，
「リバティ・バンク」も設立した。
それゆえに，デュラント・モーターズは表面上はまことに華やかな構造で
あった。ところが，その下には大きな欠陥があった。ロコモービル社は全盛
期を過ぎ，デュラントが買収した時には破産も同然であった。「デュラント」
も「フリント」も優れた自動車ではあったが，際立った特質をもっていたわ
けではなかった。「スクー」も文句なしに大衆車だといえたものの， 価格，
販売台数のいずれの面でもフォードの敵ではなかった。「リバティ・バンク」
の設立も，デュラント社の財政状態を好転させるためにはドラスチックな方
策が必要であったことに加えて，・デュラントが正規の金融市場から相手にさ
れなかったことに起因する苦肉の策であった。
1920年代の大好況期においてさえ，デュラントは金策に走りまわらなけれ
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ばならなかった。デュラント社のフリント工場は1926年にGMに，そしてロ
ング・アイランド工場は翌27年にフォードに，それぞれ売却せざるをえなく
なった。硯金700万ドルで設立された後のデュラント社の拡張は余りにも急
激であった。この状況を打開するためにデュラントは「毒をもって毒を制す
る方策」を採用した。彼は「コンソリデーテッド・モークーズ」と名付けら
れる新しい結合を計画しはじめた。コンソリデーテッド社は， GMがビュイ
ックを中核にして組織されたように，スクーを中軸にして組織しようとする
ものであった。しかし， もはやデュラントの魔術も名声も色あせてしまって
おり，結局，コンソリデーテッド社は陽の目をみなかった。
デュラント社の縮小が情け容赦なく進行した。ロコモービル会社は1929年
初頭に生産を中止し，ェリザペス工場も同年8月に閉鎖された。
大不況の襲来が自動車業界の小規模メーカーの大半を倒産させたと同時
に，デュラント社をもほとんど倒産に追い込んだ。しかしデュラントは，敗
北を認めなかった。彼が決して失なわなかった唯一のものは不撓不屈の精神
であったといわれるゆえんである。彼はフランスのマーティス自動車会社と
組んで，ランシングでマーティス車を生産し始めた。そして，駐車の問題や
維持費の関係から小型車時代が間近にきているという，相変らずの楽観的な
予測をたてた。時期尚早であった点を除けば，デュラントの予測が正しかっ
たことは時が証明するだろう。しかし， 1930年代初期には，いろいろなサイ
ズの車を購入する人はほとんどいなかった。 1933年，ついにデュラント社は
完全に倒産した。 3年後， 75歳のデュラントに残されたものは 91万4,000ド
ルの負債と250ドルの資産（衣服）だけであった。
得意の絶頂からとり返しのつかない破減にまで落ち込んだヒーローについ
てのこの物語は，最良の古典の悲劇にみられるような形で，ここで終りにす
べきである。だが，まだ終止符を打つわけにはいかない。それというのもデ
ュラントはまだ生きていたし，なによりも彼にとって「とり返しのつかな
い」とし・ヽう言葉は何の意味もなかったからである。 80歳にしてギリシア語を
学びはじめたケイトウ（古代ローマの愛国的将軍・政治家， 234~149BC) 
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に比ぺれば， 75歳の時，ニュージャージー州アズペリー・パークのスーパー
マーケットの従業員として新しい職歴を歩みはじめたデュラントなど，もの
のかずではない。
4年後，デュラントは故郷のフリントに引き揚げてポーリング場の建設を
計画した。計画によれば，ポーリング場は中西部一帯のボーリング・チェー
ンの中核になるはずであった。だがその時には，もはや彼の肉体は高齢のた
め精神と歩調を合わすことがでぎなかった。健康は衰え，最後の数年間はほ
とんど病床に伏っていた。
デュラントは1947年，ヘンリー・フォードと同年に死んだ。 2人はほとん
どまったく同時代に生きていた。デュラントの方がフォードよりも 1年半早
く生まれただけである。 2人の自動車事業歴は，いくつかのきわめて類似し
た特徴をもっている。フォード社は1903年に設立され，デュラントは1904年
にビュイック社の支配権を獲得した。 1908年には2人とも米自動車工業に対
して重要な貢献をなした。すなわちデュラントはGMを創設し，フォードは
T型車を登場させたのである。
2人とも同じような最後であった。ただフォードが巨万の富をのこしたの
に対して，デュラントは貧乏のうちに死んだ。しかしながら，デュラントが
同情されるべき人物だと表硯するのは当を得ていない。フォードの経歴の最
後の部分はゆううつであるのに比して，デュラントは悲惨な最後であったに
もかかわらず，生き生きした，強烈な人間味をもち，さらにまったく愛すぺ
き人物であったという想い出をのこした。
デュラントは偉大な特質，すなわちヴィジョン，大胆さおよぴ信じられな
いほどのエネルギーをもっていた。これらが彼の限りなき野心と結ぴつき，
さらに彼の悲劇的な最後と比較されて「ナポレオンのような」と形容され
た。「あらゆる価格とあらゆる目的」のために自動車を提供する大自動車会
社建設という彼の構想はきわめて健全であった。今日，米自動車工業のビッ
グ・スリーはこの方針のもとに経営されている。もし理念と行動がマッチし
ていたならば，デュラントは米自動車工業史において，ヘンリー・フォード
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を凌駕しているかもしれない。
もし我々がデュラントの失敗の原因を分析してみるならば，彼の技術的な
能力不足も無視できないが，それは些細なものであることがわかるだろう。
彼は大きな港在市場をもつような技術の斬新さに対して異常なほどの執心を
示した。いくつかの見当はずれの推量もしたが，彼の洞察には鋭いものがあ
った。平均すれば，＇功罪相なかばするというところであろう。技術面におけ
る彼の最大の弱点は，技術を無視したことである。すなわち，予感は常に実
行に移しうると確信し，技術的な実験や発展のためには体系的な計画が望ま
しいということを理解しなかったのである。そのために，ビュイックやシポ
レーの経営が彼の管理下にすばらしいスクートを切ったにもかかわらず，し
だいによろめきはじめ，ついには真の組織者が受け継くまで立直れなかった
という結果が生じた。
事実，ここにこそデュラントの失敗の原因をさぐりだすいと口がある。野
心が膨らむにつれてデュラントは，企業内部の財務状態を無視して企業結合
と証券発行の操作に夢中になった。馬車製造業者としての経歴や自動車製造
業者としての初期の経歴は，彼が優秀な管理者であったことを明確に示して
いる。しかしGM創立後には，彼はしだいにペーパー・バリューにとりつか
れた。もし彼が熟考していたならば，自分の成功は法的な企業結合や財務操
作よりも，むしろ設計の優秀さや能率的な生産にもとづいていたことを認め
ただろう。はなやかな成功をおさめ，その後みじめな失敗に終ったのは明ら
かに彼の運命であった。けれども， GMを創ったのはウィリアム・ C・デュ
ラントなのである。
